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条例施行に向けた予算案の審議が県議会で行なわれています 

歓喜の中で迎えた条例の成立から 5ヶ月。今、県では 2月議
会が開催されています。この議会は 19 年度の予算を審議するも
ので、この条例の取り組みに必要な予算も審議されています。
新聞報道によれば、障害者差別のない地域社会をつくること
を目指した事業として、61 の事業、総額約 17 億円が予算案と
して盛り込まれました。その内容としては、この条例を運用す
るための調整委員会の開催経費や広域専門指導員の人件費。教
育関係では、小中学校の特別支援教育支援員に対する助言指導
を行なう事業や、雇用の分野では、障害者を雇用しようとする
企業に雇用上のトラブル解決のための助言を行なう事業など、
様々な県独自の事業が盛り込まれています。 
この条例関連予算の発表は、その事業の内容や予算額もさる
ことながら、とても重要な意味をもっています。それは、これ
からは、県が予算を作るとき「差別のない地域社会を作るため
に、どの位の予算を配分するか」という視点ができたことです。
このことは、まさに条例の成果ということができると思います。
こうした視点ができることで、私たちもこれからは、障害の
ある人の暮らしの中の差別をなくすためにどのような施策が必
要なのか、積極的に提案していくことができるのではないでし
ょうか。 
ところで、条例を施行するための約８千万の予算の中には、
「施策提案事業」という事業があります。金額は２５０万円と
小さな事業ですが、これは、障害のある人への理解を広げ差別
をなくすための取り組みを、民間側から提案する事業のようで
す。金額は小さいけれど、私たち見守る会としても知恵を絞っ
て、この事業を大きく活かしていきましょう。 

★条例成立の事が、野沢さんの『条例ある街』とともに新聞各紙で取り

上げられています。右側は、埼玉新聞、下段は朝日新聞です。 
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